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１．採用医薬品 
新採用医薬品はありません。 

 

２．採用取り消し医薬品 

   ①モービック錠   

 [タリージェ錠 5mg、10mg 採用に伴い] 

②サムスカ錠 7.5mg、15mg 

   [サムスカ OD 錠 7.5mg、15mg採用に伴い] 

  

 

1 月８日(木)までに異議申し立てがありませんでしたので、採用取消とします 

 

３．後発医薬品の変更について 

先発医薬品 後発医薬品 

ケイキサレート散 

（鳥居薬品） 

薬価：16.40円/g 

ポリスチレンスルホン酸 Na「フソー」原末 

（扶桑） 

薬価：12.7円/g 

キプレス錠 10mg 

（杏林製薬） 

薬価：169.8円 

モンテルカスト OD 錠 10mg「EE」 

（日医工） 

薬価：31.8円 
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４．医療安全情報 

医療安全情報（No.158 2020年 1月）【徐放性製剤の粉砕投与】が、日本医療機能評価機構より、 

出されました。同情報は、オーダ端末にログイン後、［医薬品情報］＞フォルダ［緊急安全性情報 

ほか］に格納していますので、ご覧下さい。 
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５．医薬品・医療機器等安全性情報 
オーダリング端末の病院情報システムにログイン後、「医薬品情報」内のフォルダ「安全性情報」

に格納していますので、ご覧下さい。医薬品・医療機器等安全性情報 （No.369 2020 年 1 月） 
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６．使用期限間近の医薬品リスト       (2020 年 1 月現在)    

年 月 医薬品名 個数 薬価 
在庫 

金額 

年間 

使用量 
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イトリゾール内用液１％ 0.4 13,258 5,303 22 

エクジェイド懸濁用錠５００ｍｇ 6 4,844.5 29,067 0 

オルガラン静注１２５０単位 6 1,194 7,164 0 

カンサイダス点滴静注用７０ｍｇ 1 23,386 23,386 4 

ネクサバール錠２００ｍｇ 21 4,763.7 100,038 14 

ブイフェンド２００ｍｇ静注用 1 10,739 10,739 68 

プロジフ静注液４００ 13 17,985 233,805 9 

リドカイン静注用２％シリンジ「テルモ」 1 150 150 11 
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イノラス配合経腸用液 6 294.4 1,766 48 

イリボー錠 5 50 146.9 7,345 40 

乾燥ＨＢグロブリン筋注用 200 単位「ﾆﾁﾔｸ」 1 8,855 8,855 0 

カルセド注射用５０ｍｇ 3 13,925 41,775 39 

サアミオン錠５ｍｇ 135.5 23.3 3,157 81 

ジゴシン注０．２５ｍｇ 1 94 94 86 

デパケン錠１００ｍｇ 13 10.1 131 138 

ネオフィリン注２５０ｍｇ 5 94 470 101 

ノボラピッド３０ミックス注フレックスペン 1 1,923 1,923 2 

ヒューマログ注１００単位／ｍＬ 1 292 292 2 

ヘパンＥＤ配合内用剤 11 625.6 6,882 232 

ペラゾリン細粒４００ｍｇ 6 1,672.5 10,035 0 

静注用ホスミシンＳ 26 362 9,412 9 
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アキネトン注射液５ｍｇ 38 59 2,242 0 

アデホス－Ｌコーワ注１０ｍｇ 6 59 354 143 

アンチレクス静注１０ｍｇ 4 115 460 10 

イノベロン錠１００ｍｇ 100 83.50 8,350 0 

インダシン静注用１ｍｇ 5 6,641 33,205 14 

献血ヴェノグロブリン IH10％静注 0.5g／5mL 2 4,540 9,080 0 

エンシュア・Ｈ メロン 24 237 5,688 93 

カルベニン点滴用０．５ｇ 2 1,347 2,694 29 

コントミン筋注２５ｍｇ 1 94 94 91 

スチバーガ錠４０ｍｇ 23 5,682.6 130,700 20 

ドプラム注射液４００ｍｇ 1 106 106 16 

ノボラピッド３０ミックス注フレックスペン 2 1,923 3,846 2 

沈降破傷風トキソイドキット「タケダ」 1 626 626 36 

ベクロニウム静注用４ｍｇ「Ｆ」 5 217 1,085 7 

処方可能な薬剤がございましたらご協力お願いいたします。 
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７. 医薬品情報 錠剤の粉砕について 

錠剤の粉砕は嚥下困難な患者やチューブからの投与に有用ではありますが、粉砕により期待した治療効果

を得られないだけでなく副作用を引き起こす可能性のある錠剤もあります。 

今回、粉砕を避けるべき錠剤の特徴と当院採用薬の一例をまとめましたのでご参照ください。 

 

錠剤の粉砕に伴う主な問題点 

 

1. 薬物動態、薬効・副作用への影響 

 ・徐放性および腸溶性の破壊による吸収、バイオアベイラビリティの変化 

2. 製剤の物理化学的安定性に対する影響 

 ・光、温度、湿度に対する安定性（酸化分解、吸湿による湿潤や着色など） 

3. 感覚器への影響 

 ・味、臭い、刺激感、しびれ感など 

4. 調剤上の影響 

・粉砕、分割包装によるロス   

・調剤者への曝露 

 

原則粉砕を避ける錠剤の特徴と当院採用薬一例 

   

1. 薬物動態、薬効・副作用への影響 

①徐放錠：効果の持続時間を長くするためにコーティングを施した製剤。粉砕により徐放性 

が失われ、急激に血中濃度が上昇する可能性がある。また徐放錠から代替薬 

変更の際は服用回数についても考慮する必要がある。 

粉砕不可例 代替案 

ニフェジピン CR 錠 20mg（1 日 1 回） セパミット-R 細粒 2％（1 日 2 回） 

ベタニス錠 25mg、50mg その他の過活動膀胱治療薬 

デパケン R 錠 100mg、200mg  

（1 日 1～2 回） 

デパケン細粒 40％（1 日 2～3 回） 

バレリンシロップ（1 日 2～3 回） 

ベザトール SR 錠 200mg その他の高脂血症治療薬 

 

②腸溶錠：主に小腸内で有効成分を放出するよう設計された製剤。粉砕により有効成分の 

胃酸での失活や胃腸障害が起こる可能性がある。ただし、チューブの先端が 

胃より下部の場合には粉砕可。 

粉砕不可例 代替案 

バイアスピリン錠 100mg  アスピリン原末 

アザルフィジン EN 錠 500mg その他の抗リウマチ薬 

アサコール錠 400mg 

メサラジン錠 500mg(半錠可) 

ペンタサ顆粒 94％ 

ラベプラゾール Na 錠 10mg その他のプロトンポンプインヒビター 
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③配合錠：同じ作用、または異なる作用を持った 2 つ以上の成分を 1 つにした製剤。 

  粉砕により成分の均一性が保たれない可能性がある。 

粉砕不可例 代替案 

トアラセット配合錠 簡易懸濁、1 回服用量ごとに用時粉砕 

配合錠に含まれる同一有効成分の散剤を 

組み合わせた処方 

レザルタス配合錠 HD 

 

2. 製剤の物理化学的安定性に対する影響、3. 感覚器への影響 

④フィルムコーティング錠：コーティング剤で薄く剤皮を施した製剤。粉砕で苦みや刺激感が 

現れたり、湿度や光に対する安定性が低下する可能性がある。 

粉砕不可例 粉砕不可理由 代替案 

アスパラカリウム錠 300mg 吸湿性 塩化カリウム散 

デパケン錠 100mg、200mg デパケン細粒 40％ 

オングリザ錠 5mg 類縁物質の増加 その他の DPP-4 阻害薬 

 

4. 調剤上の影響 

⑤経口抗腫瘍薬：粉砕の際には抗腫瘍薬専用の分包機や道具を使用する必要があり、 

調剤者曝露の危険性もある。調剤や投与の際には曝露対策が 

必要となる。 

粉砕不可例 代替案 

エンドキサン錠 50mg 経口用エンドキサン原末 100mg 

レブラミドカプセル 5mg シリンジ内で簡易懸濁可 

  

 

 

 

【参考文献】 

錠剤・カプセル剤粉砕ハンドブック 第 7 版 じほう 
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